2016. 10.28.

東京都青梅市立青梅第七小学校・研究発表会へのレジュメ

授業創りの愉しみ　本来の≪アクティブ≫を求めて
正　田　　良       _

rio@kokushikan.ac.jp
１.　まず最初の一歩

　4つの材料になりそうな話題を紹介します。（こまかな文字表現に注目して欲しくないので，敢えて消えてなくなる形で紹介します。それから得た印象と書誌事項（４つが何であったかのアイコン）とできょうの作業をしましょう。

＞1.　橋本治さん　本は行間を読む　　＜　『大不況には本を読む』河出文庫，2015。

＞2.　高嶋ちさ子さん　子どもへ本を読み聞かせる　

　　　　　　　＜　『朝日新聞』2009年12月19日付。「おはなしのくに　冬休み特集」

＞3.　俵万智さん　どうして和歌を詠むのかと聞かれて　＜『短歌をよむ』岩波新書，1993。
＞4.　志水廣さん　教科書は３遍読め　ということ　

＜　志水廣（1996）『算数科／教科書の活用法』光文書院、pp.24-25。
２.　次の話を予見

　次を予見して，連想する言葉を記して下さい。形式はともあれ，あなたの頭の中の近似として

（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３.　この１年を振り返ると？

＝＝＝＝（2分ほど？）お隣の先生と、ワークシートのキーワードを見せながら、2分ほど話し合ってみましょう。もちろん、この４つの話の次に、どんなことにつなげるつもりなのか。
「でも、困りましたね、全然わかりませんよ」でもいいですよ。
４.　そこから，先生（貴方）の物語が．．．

　構成主義では，唯一の真実があるのではなく，真実は学習者それぞれの中にあると申しますが…。
